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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、明確な都市社会史としての方法的自覚に立って、近世大坂における薬種の流通に関わる二つの株
仲間、唐薬問屋と薬種中買仲間について、その組織構造の特質と取引システムを詳細かつ包括的に解明した画
期的力作である。 
薬種中買仲間については、史料も多く残され、これまでにも分厚い研究史の蓄積があるが、本論文はその全
面的な見直しをはかったものである。一方、唐薬問屋については、史料も乏しく、これまでまったく未解明で
あったが、本論文によってまさに未踏の分野が開拓といっても過言ではない。 
本論文は、序章・終章と本文九章からなるが、第一章～第四章では、道修町一丁目から三丁目に集住する薬
種中買仲間の組織構造とその性質が解明され、第五章では、唐薬問屋の組織構造が解明されている。第六章～
第九章では、唐薬問屋・薬種中買がともに関わる和薬種・唐薬種の取引システムが解明されている。 
 第一章では、十七世紀半ばの道修町一丁目にすでに薬種屋の集住が見られ、その段階で一定の仲間結合が見
られるとともに「町」による規制の下にあったことを明らかにしているが、これは、十七世紀の道修町は雑多
な職種が混在していたという通説に修正を迫る重要な指摘である。 
この道修町一～三丁目に集住する薬種屋たちは、享保七（一七二二）年に薬種中買仲間として公認されるが、
第二章では、その組織構造が解明されている。この章で分析されている薬種中買仲間の組織原理のレベルにお
いては、一二四株の株主たちすべてが同じ資格で六組（のち五組）の小組を構成していることが指摘されてい
るが、この点は、第三章で解明された薬種中買商鍵屋茂兵衛家の「イエ」の問題とクロスさせると、きわめて
重要な意味を帯びてくる。 
 第三章では、大店鍵屋茂兵衛家を本家とする鍵屋一統は、多数の別家を擁し、その中には複数の薬種中買株
を所持する者も含まれていることを明らかにし、さらに、薬種中買株を持つ別家のうちには、本家の経営に手
代として加わり、独立の経営者ではないものが含まれていた事実をも摘出している。薬種中買仲間にこうした
「イエ」（有力本家に統合された一統）が含まれていたことは、株仲間の組織原理のレベルでは株所持者はすべ
て対等の位置にありながら、その構成員の実態のレベルに目を向けると、有力経営（本家）、本家に従属する経
営（別家）、独立経営を持たない者までを含むことを意味するが、こうした実態を摘出したことは、株仲間研究
において視点の転換をもたらす画期的な成果である。 
 第四章では、組織原理のレベルでは平準でありながら、実態のレベルでは内部に階層差を含む薬種中買仲間
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のあり方が、実際の仲間運営という局面でどういう影を落とすのかが解明されている。たとえば、株取得の面
で有力な本家が優遇されていたり、薬種中買仲間の内部に作られ、商売上の相互保証を求められる買出し判組
は同一「イエ」内の者で組まれているというような事実である。また、薬種中買仲間の構成員は、一面で取引
相手でもあり、緊張関係を持っていたことの指摘も株仲間というものの性格を考える上で重要である。 
 以上のような第一章から第四章にわたる薬種中買仲間の組織構造を中心とした解明は、都市社会内の株仲間、
「イエ」、町などの多様な社会集団の複合関係をリアルに描き出したものであり、都市社会史としても重要な意
義を持っている。 
 第五章では、これまでまったく実態の分からなかった唐薬問屋の組織構造を具体的に把握することに成功し
ている。この章は、薬種中買仲間の第二章の分析と同じく組織原理のレベルの分析であり、以後の研究の基礎
を築くという意味を持っているが、第八章・第九章の取引システム検討の中で抽出される三社講・商内講など
の業態による内部組織の存在と考えあわせることでインパクトの大きい問題提起となっている。唐薬問屋は、
すべてが同じ業態なのではなく、長崎で唐薬種を落札した本商人から荷受する三社講メンバー、そこから建物
を買いうけ先物取引を組織する商内講メンバー、和薬種を取り扱う者、輸入荒物・砂糖などを扱う者などが含
まれ、同一人で三社講・商内講の両方に属する者もいたという。つまり、唐薬問屋の場合、株仲間全体と小組
という全員が対等の資格で加わる組織構造を持つ一方で、その内部に自立的な運営を行なう講組織が存在し、
かつ内部で複合しているという興味深い事実が明らかにされているのである。それは株仲間論としても、都市
社会史としてもきわめて注目すべき成果である。 
 第六章と第七章では、和薬改会所に関する検討の中から、薬種流通のルートとそれに関わる人々が解明され
ている。そこでは、大坂においては、薬種中買が取引する唐薬種と連動して和薬種の流通が行なわれたこと、
唐薬問屋の一部に和薬種を扱う問屋がいたこと、また全国各地から大坂の諸国問屋に送られてくる様々な商品
のうちに含まれて集荷されるルートが存在したことが明らかにされている。これにより、唐薬種と和薬種を含
む薬種流通の全体構造の解明に道が開かれた意義は大きい。 
 第八章・第九章では、唐薬種の取引システムが全面的に解明されている。これまでの通説では、長崎で本商
人が落札した唐薬種は、大坂の唐薬問屋を経由して薬種仲買仲間が独占的に買い取って、大坂はもとより全国
に売り捌かれたと考えられてきた。しかし、この二つの章で、薬種中買仲間による買出しが行なわれた後は、
唐薬問屋から江戸の薬種問屋などに直接送られたり、買置きという形で素人にも販売されたり、さらに先物取
引までが唐薬問屋主導で盛んに行なわれていることが解明されたことは、これまでの通説を根底から覆す画期
的な成果である。 
 こうした事実を踏まえて、相場を見ながら売り捌くことを本質とする唐薬問屋と、品質を見きわめ小分けし
て売ることを生業とする薬種中買の両者が相互補完的に機能することで、大坂が薬種取引の全国的な市場の中
で中核的位置を占めえたという両株仲間に対する位置づけは十分な説得力を持つものと言えよう。 
 なお、取引システムを解明する中で、唐薬問屋がその呼称にも拘らず、輸入荒物なども荷受していることに
も注目しながら、唐薬問屋はもともと唐薬種に限定されない商品を扱う肥前問屋から出発したということを示
唆していることも重要である。それは、もともと薬種を扱う薬種屋から出発した薬種中買仲間との本質的な差
異につながるものであり、ひいては、近年の流通史研究において注目されている、自らは売買の主体ではなく、
〈売〉と〈買〉を媒介する存在である問屋と、自ら売買の主体である商人＝仲買という問題に、新しい光を当
てたものと評価できるからである。 
以上のように、本研究は、①唐薬問屋と薬種中買仲間をともに視野に収める、②株仲間というレベルだけで
なく、その内部に含まれている「イエ」や業態に基づく講などに着目する、③唐薬種（輸入）と和薬種（国産）
をともに視野に収める、④流通過程や取引システムに踏み込んで分析することで、これまで薬種中買仲間に偏
っていた研究状況を一新し、研究水準を一気に引き上げたものと評価できる。その成果は、薬種流通や株仲間
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の分野にとどまらず、都市社会史にとっても重要な意義を持つものと言える。 
 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
